
吉
備
路
探
訪

吉
備
の
中
心
地
総
社

吉
備
路
と
い
え
ば
吉
備
国
の
幹
線
道
を
想
像
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う

吉
備
路
と
は
、
出
雲
路
と
か
、
大
和
路
に
見
る
よ
う
に
、
古
代
に
お
い
て
文
化
が
発

展
し
、
先
人
達
が
遺
し
て
い
っ
た
文
化
遺
産
が

一
定
の
広
が
り
を
も

っ
て
い
る
地
方

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の
吉
備
路
を
散
策
し
て
い
る
と
、
老
松
の
梢
に

北
風
の
嶋
る
音
、
日
溜
り
に
身
を
寄
せ
て
聞
く
野
鳥
の
囀
り
、
総
て
が
古
代
の
ロ
マ

ン
に
つ
な
が
る
よ
う
で
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

吉
備
路
の
中
心
的
地
域
は
総
社
市
と
そ
の
周
辺
で
は
な
い
か
と
思
う
。
総
社
市
の

名
称
の
起
こ
り
を
結
く
と
、
始
め
こ
の
地
は
仁
徳
天
皇
の
皇
妃
、
八
田
皇
女
の
名
代

と
し
て
八
田
部

（八
部
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
大
化
の
改
新

（六
四
五
年
）
に
よ

っ
て
、
吉
備
国
が
備
前

・
備
中

（何
れ
も
岡
川
県
）

・
備
後

（広
島
県
）
の
三
カ
国

に
分
離
さ
れ
、
備
中
国
の
国
府
は
総
社
市
金
井
戸
に
国
庁
を
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
和
銅
六
年

（七

一
三
）
に
備
前
国
の
北
部
六
郡
を
割
い
て
美
作
国

が
設
け
ら
れ
た
。

当
時
、
国
の
祭
政
は
国
司
が
中
心
と
な

っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
国
内
の
豪
族

の
勢
力
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
国
司
の
支
配
力
が
衰
え
、
毎
年
国
内

廣

川

茂

夫

三
二
四
社
の
社
を
巡
拝
す
る
に
は
困
難
と
な
り
、
そ
の
う
え
巡
拝
の
煩
わ
し
さ
を
避

け
る
た
め
、
国
府
の
近
く
に
社
を
建
て
三
二
四
社
を
合
祀
し
た
の
で
こ
の
社
を
総
社

と
呼
ん
だ
。
と
き
に
延
久
三
年

（
一
〇
七

一
）
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
安
も
終
わ
り
、
鎌
倉
、
南
北
朝
時
代
を
経
、
戦
国
時
代
頃
に
な

っ
て
、

総
社
を
総
社
宮
と
か
総
社
大
明
神
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
社
の
総
社
が
地
名
と
し
て

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
八
田
部
村
が
消
え
て
総
社
村
と
名
付
け
ら
れ
、
続
い
て

町
に
昇
格
、
昭
和
二
九
年
周
辺
村
を
合
併
、
総
社
市
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
翁
総
社

市
の
歴
史
と
文
化
財
し
。

こ
の
地
方
は
古
い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、　
一
万
年
以
前
の

先
土
器
時
代

（人
の
生
活
に
土
器
類
を
ま

っ
た
く
使

っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
）
の
ナ

イ
フ
型
石
器
な
ど
を
始
め
、
縄
文
時
代
の
土
器
、
石
器
、
並
び
に
叩
石
、
磨
石
、
石

錘
、
石
鏃
な
ど
、
ま
た
弥
生
時
代
の
住
居
跡
、
二
千
基
に
及
ぶ
大
小
の
古
墳

（総
社

市
内
の
確
認
数
）
な
ど
、
枚
挙
に
追
の
な
い
出
土
品
の
宝
庫
で
あ
る
。
列
挙
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
こ
の
地
方
が
何
故
こ
の
よ
う
に
文
化
が
発
展

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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大
陸
で
育

っ
た
文
化
は
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
海
側

（山
陰
地
方
）
に
上
陸
、

出
雲
地
方
に
ま
ず
定
着
し
た
。
今
日
、
次
々
と
発
見
さ
れ
る
鑢
製
鉄
炉
跡
も
大
陸
文

化
の
遺
産
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
後
、
先
人
た
ち
は
気
候
不
順
な
山
陰
地
方
か
ら
中

国
山
地
系
を
越
え
て
瀬
戸
内
の
温
暖
な
地
方

へ
と
次
第
に
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
域
は
高
梁
川
の
流
域
で
肥
沃
な
土
地
柄
で
あ
り
、
瀬
戸
の
海
浜
に
接
し
た
自
然

条
件
の
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
陸
文
化
は
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
特
に
稲
の
渡
来
に
よ
り
肥
沃
な
土
地
は
豊
穣
な
稔
り
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
砂

鉄
か
ら
の
は
が
ね
は
、
狩
り
に
、
農
機
具
に
、
戦
闘
用
具
に
と
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た
。

西
団
地
遺
跡
群

総
社
市
の
西
部
丘
陵
地
帯
に
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。
造
成
に
伴

っ
て

「団
地

内
か
ら
集
落
跡
三
カ
所
、
古
墳
五

一
基
、
製
鉄
炉
五
カ
所
な
ど
多
く
の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
た
。
集
落
跡
は
お
よ
そ

一
九
〇
〇
年
前
の
弥
生
時
代
中
期
の
も
の
で
、
数
軒
の

竪
穴
住
居
と
高
床
倉
庫
か
ら
な
る
小
集
落
が
い
と
な
ま
れ
、
こ
の
時
代
に
こ
の
地
域

で
米
作
り
が
始
ま

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

又
、
古
墳
の
大
半
は
後
期
の
も
の
で
、
六
世
紀
後
半
か
ら

一
〇
〇
年
近
く
に
わ
た

っ
て
順
次
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
三
基
に
は
鉄
の
滓
が
供
え
ら
れ
て
い

―辺の長さ8丁 (872m)の方形の敷地に国府があったといわれてい
る。今はその一部が残されている。

総社宮

ナイフ型石器が出土した浅尾陣屋調練城跡
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て
、
葬
ら
れ
た
人
が
鉄
造
り
に
何
等
か
の
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
こ
の
遺
跡
群
の
う
ち
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
製
鉄
遺
跡
で
あ
る
。
同
時
代
に
総

計
六
〇
基
の
製
鉄
炉
と

一
六
基
の
炭
窯
が
築
か
れ
鉄
造
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

三
輪
丘
陵
古
墳
群

総
社
市
の
南
部
地
帯
は
古
墳
群
の
密
集
地
帯
で
あ
る
。
平
地
部
の
中
に
小
高
い
丘

が
あ
る
と
殆
ど
が
古
墳
或
い
は
、
古
墳
群
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
三

輪
丘
陵
地
帯
も
幾
つ
か
の
古
墳
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

宮
山
墳
墓
群

⌒
三
輪
）

官
山
墳
墓
群
は
今
か
ら
お
よ
そ

一
七
〇
〇
年
前
の
弥
生
時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
初

期
の
墳
墓
遺
跡
で
あ
る
。
現
地
の
説
明
に
よ
る
と
、
全
長
三
八

ｍ
の
墳
丘
墓
と
箱
式

石
棺
墓
、
土
墳
墓
、
十亜
棺
墓
等
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
村
の
共
同
墓
地
と
思
わ
れ
る
。

東
端
に
位
置
す
る
墳
丘
墓
は
盛
土
で
作
ら
れ
た
径
二
三

ｍ
の
円
丘
部
と
、
削
り
出
し

て
造

っ
た
低
い
方
形
部
を
も
ち
、
全
体
と
し
て
前
方
後
円
墳
状
の
平
面
形
を
し
て
い

る
。
こ
の
墳
丘
に
は
石
が
葺
か
れ
、
特
殊
器
台
が
た
て
ら
れ
て
い
た
。
円
丘
部
の
中

央
に
は
円
礫
や
割
石
を
用
い
た
、
竪
穴
式
石
室
が
あ
り
、
鏡
、
銅
銭
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、

三輪山全山古墳の山であった。
写真を撮る足下も古墳であった。

宮山墳墓群 (三輪 )

東南より造山古墳を望む。
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鉄
剣
、
鉄
鏃
な
ど
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
村
の
か
し
ら

（首
長
）
を
葬

っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
比
べ
て
周
辺
に
あ
る
土
墳
墓
や
、
箱
式
石
棺
墓
、
壺
棺

墓
な
ど
は
規
模
も
小
さ
く
貧
弱
で
、
村
人
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
埋
葬
施
設
の
規
模
や
構
造
、
副
葬
品
の
相
違
は
当
時
の
社
会
に
、
す

で
に
支
配
す
る
も
の
と
、
さ
れ
る
者
の
差
を
う
か
が
わ
せ
る
。
や
が
て
首
長
が
卓
越

し
た
存
在
と
し
て
村
人
に
君
臨
し
、
巨
大
な
古
墳
を
造
営
す
る
時
代
の
歩
み
を
示
し

て
い
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

宮
山
古
墳
群
に
隣
接
し
て

一
段
と
小
高
い
頂
上
が
天
望
台
古
墳
で
あ
る
。
こ
の
古

墳
は
全
長
三
五

ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
地
山
を
利
用
し
て
築
造
さ
れ
、
円
礫
の
葺
石
、

埴
輪
の
破
片
等
も
採
集
さ
れ
た
と
い
う
。

続
い
て
全
長
七
〇

ｍ
の
三
笠
山
古
墳
が
連
座
し
て
い
る
谷
を
越
え
、
東
側
の
丘
に

登
る
と
、
日
下
発
堀
中
の
現
場
に
出
会

っ
た
。
南
は
殿
山
古
墳
群
、
北
の
嶺
続
き
は

船
山
古
墳
に
続
い
て
い
て
、
驚
く
べ
き
古
墳
群
で
あ
る
。

作
山
古
墳

大
正

一
〇
年
三
月
三
日
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
作
山
古
墳
は
雄
大
で
、
巨
大
な
前

方
後
円
墳
で
あ
る
。
独
立
し
た
小
丘
陵
を
削
り
、
整
形
加
工
し
た
も
の
で
、
全
長
約

二
人
五

ｍ
、
後
円
部
径

一
七
四

ｍ
、
同
高
さ
二
四

ｍ
、
前
方
部
長
さ

一
一
〇

ｍ
、
同

幅

一
七
四

ｍ
の
規
模
を
も

っ
て
い
る
。
三
段
に
築
成
さ
れ
、
各
段
に
は
密
接
し
て
円

筒
埴
輪
が
立
ち
並
び
斜
面
は
角
礫
で
お
お

っ
て
い
る
。
造
り
出
し
は
北
側
に
は
存
在

す
る
が
、
対
称
的
に
南
側
に
も
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。
外
周
に
は
周
溝

が
な
く
、
複
数
の
丘
を
残
す
な
ど
巨
大
な
墳
丘
の
割
に
は
端
整
さ
を
欠
く
面
も
あ
る
。

作
山
古
墳
の
規
模
は
全
国
的
に
み
て
も
、
第
九
位
に
相
当
し
、
県
内
で
は
全
長
約
三

五
〇

ｍ
で
全
国
第
四
位
の

岡
山
新
庄
下
、
造
山
古
墳

に
つ
ぐ
も
の
で
、
古
墳
の

規
模
が
豪
族
権
力
の
反
映

又
は
象
徴
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
本
墳
の
被
葬

者
が
吉
備
全
域
に
君
臨
す

る
と
同
時
に
、
近
畿
の
勢

力
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の

勢
力
を
保
持
し
て
お
り
、

そ
の
巨
大
な
権
力
に
よ
っ

て
、
何
千
、
何
万
と
い
う

人
々
を
動
員
し
、
長
い
年

月
を
費
や
し
て
こ
の
巨
大

な
古
墳
を
作
り
あ
げ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
こ
の
古
墳
は
五
世
紀
中
葉
頃
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

造
山
古
墳

造
山
古
墳
は
総
社
市
と
岡
山
市
と
の
境
界
近
く
に
あ

っ
て
岡
山
市
に
属
し
て
い

る
、
全
長
三
五
〇

ｍ
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
天
皇
陵
に
次
ぐ
全
国
第
四
位

の
巨
大
墳
で
、
天
皇
陵
以
外
に
は
そ
の
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い

る
。
後
円
部
の
高
さ
約
三
〇

ｍ
、
前
方
周
辺
に
は
陪
塚
六
基
が
眠
っ
て
い
る
。
こ
の

規
模
か
ら
考
え
る
と
、
か
つ
て
は
大
和
と
肩
を
並
べ
た
勢
力
の
持
主
で
、
吉
備
大
王

作山古墳南側より望む。
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の
墓
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
東
側
の
急
な
階
段
を
登
る
と
、
頂
上
は
意
外

に
平
坦
で
広
く
、
社
が
あ
っ
て
荒
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
に
長
方
形
の
石

棺
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
地
元
の
人
の
話
で
は
、

「
ほ
か
の
場
所
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
で
、
私
た
ち
は
わ
か
ら
な
い
が
、
随
分
と
古

い
話
だ
」

と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
石
棺
の
材
質
に
つ
い
て
は
九
州
の
阿
蘇
凝
灰
岩
製
で
、
特
異

な
長
持
形
石
棺
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
誰
が
、
ど
う
し
て
ど
う
や
つ
て

遠
方
か
ら
取
り
寄
せ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

吉
備
大
王
の
墓
と
い
わ
れ
る
古
墳
の
後
円
部
頂
上
か
ら
の
眺
望
は
、
古
代
の
吉
備

を
想
像
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

陪
塚
古
墳
は
王
の

一
族
か
、
ま
た
は
家
臣
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
人
に
殉
死
し

た
人
の
墓
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ギ
一　

魔

一

|■■||||||||||||■ ■|― |‐‐|―

・
||■ⅢⅢIII●■■||■

=繭

ヽ‐、 三 二、

造山古墳上にある石棺

Ⅲ1lF■ ||||■●1■■■.   : 
‐

手前造山 3号古墳、右手造山 4号古墳

東南より造山古墳を望む。
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一
号
古
墳
は
直
径
四
〇

ｍ
の
円
墳
で
あ
る
。
明
治
の
こ
ろ
発
掘
さ
れ
て
鐘
、
馬
形
帯

鈎
金
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
五
号
墳
は
全
長
七
〇

ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
千
足
装

飾
古
墳
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
内
部
の
石
室
を
区
切
っ
て
い
る
境
石
に
模
様
が
彫
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
装
飾
古
墳
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。　
一
号
古

墳
と
同
じ
く
明
治
末
期
発
掘
さ
れ
、
鏡
、
玉
、
鉄
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の

古
墳
構
造
と
装
飾
文
様
な
ど
、
北
九
州
地
方
に
似
た
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
造

山
古
墳
と
と
も
に
こ
の
主
た
ち
は
、
北
九
州
や
、
朝
鮮
半
島
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
、

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

造
山
５
号
古
墳

（千
足
装
飾
古
墳
）

造山古墳と周辺古墳分布図
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備
中
国
分
寺

松
林
の
丘
に
三
八

ｍ
の
五
重
の
塔
が
簿
え
、
四
方
何
れ
の
位
置
か
ら
も
人
々
の
心

を
捉
え
、
歴
史
的
環
境
に
浸
る
気
持
ち
を
か
き
た
て
て
く
れ
る
。

こ
の
国
分
寺
の
創
設
は
、
大
化
元
年

（六
四
五
）
大
化
改
新
が
発
せ
ら
れ
、
五
〇

数
年
後
の
大
宝
二
年

（七
〇
二
）
に
大
宝
律
令
を
施
行
し
、
大
化
改
新
は
こ
こ
に
完

成
確
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
律
令
制
は
次
第
に
行
き
詰
ま
り
と
な
り
、
そ
の
上

疫
病
が
蔓
延
し
、
人
心
の
動
揺
等
、
社
会
不
安
は
極
に
達
し
た
。
そ
の
混
乱
を
鎮
め
、

秩
序
回
復
の
方
途
と
し
て
、
唐
朝
の
先
例
に
習
い
、
天
平

一
三
年

（七
四

一
年
。
ま

た
の
説
に
天
平

一
〇
年
と
も
）

聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て

諸
国
に
創
立
さ
れ
た
寺
院
で

あ
る
。

「金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
」

を
僧
寺
と
し
、
七
重
の
塔
を

築
造
せ
し
め
、

「金
光
明
王

経
」

一
〇
巻
、
別
に
天
皇
書

写
と
い
わ
れ
る
金
字

「最
勝

王
経
」

一
巻
、
尼
寺
も

「法

華
減
罪
之
寺
」
と
呼
び

「法

華
経
」

一
〇
巻
と
僧
寺
同
様

に
、
金
字

「最
勝
王
経
」
を

安
置
せ
し
め
て
各
寺
水
田

一

〇
町
歩
を
与
え
、
僧
寺
に
二
〇
僧
、
尼
寺
に

一
〇
尼
止
住
さ
せ
、
両
寺
と
も
国
司
の

支
配
下
に
置
き
、
管
理
運
営
の
掌
に
あ
た
ら
し
め
た
。
所
謂
国
司
が
祭
政
を
司
ど

っ

た
の
で
あ
る
。
平
安
中
期
に
な
る
と
国
家
の
保
護
を
失
い
、
多
く
は
廃
寺
と
な
り
、

ま
た
は
そ
の
後
に
興
る
諸
宗
や
神
社
に
変
わ

っ
た
と
い
う
。

因
み
に
奈
良
と
言
え
ば
大
仏
、
大
仏
と
い
え
ば
奈
良
と
い
う
ほ
ど
東
大
寺
は
全
国

的
に
有
名
な
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
も
聖
武
天
皇
の
発
願
に
よ
る
も
の
で
、
天
平

一
五
年

（七
四
三
）
大
仏
鋳
造
の
詔
勅
が
だ
さ
れ
、
七
四
七
年
鋳
造
開
始
、
二
年
後

の
七
四
九
年
に
完
成
し
た
。
大
仏
開
眼
供
養

（落
成
法
要
）
は
、
天
平
勝
宝
四
年

（七

備中国分寺。 最寄↓ノには電柱の影は見えなかった。

備中国分寺山門

―-67-―



五
二
）
孝
謙
天
皇
に
よ
っ
て
盛
大
な
供
養
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
東
大
寺
は

国
分
寺
と
同
じ
く

「金
光
明
四
天
王
護
国
寺
」
で
あ
り
、
総
国
分
寺
と
も
い
う
。
全

国
の
国
分
寺
総
括
の
役
割
を
も
つ
、
所
謂
総
本
山
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
代
に
お
い
て
鋳
造
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
膨
大
な
国
費
を
費
や
し
た
こ
の

事
業
は

一
面
国
家
財
政
に
も
影
響
し
、
律
令
国
家
の
衰
退
を
招
く
結
果
と
な

っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
長
い
歴
史
の
過
程
の
中
に
あ

っ
て
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
及

び
永
禄

一
〇
年
２

五
六
七
Ｙ
一回
に
亘
り
、
戦
乱
の
兵
火
に
よ
り
焼
失
し
て
い
る
。

備
中
国
分
寺
も
、
延
元
元
年

（
一
三
三
六
）
足
利
尊
氏
が
反
旗
を
挙
げ
、
九
州
か

ら
京

へ
攻
め
上
る
途
中
近
く
の
福
山
城
に
お
い
て
、
新
田
義
貞
の
先
鋒
で
あ
る
江
田

軍
と
の
合
戦
が
激
戦
と
な
り
、
そ
の
煽
り
に
よ
っ
て
殆
ど
が
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

寺
域
は
東
西

一
六
〇

ｍ
、
南
北

一
八
〇

ｍ
で
、
周
囲
に
は
約

一
。
二

ｍ
の
土
塀
が

め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
り
、
寺
内
に
は
南
門
、
中
門
、
金
堂
、
講
堂
、
塔
な
ど
の
伽
藍
が

配
置
さ
れ
、
雄
大
な
も
の
だ

っ
た
と
い
う
。
現
在
の
伽
藍
は
江
戸
時
代
中
期

（
一
七

一
七
）
に
至

っ
て
、
備
中
清
水
山
惣
持
院

（万
勝
寺
）
の
住
職
、
僧
鉄
和
尚
が
当
時

の
領
主
蒔
田
氏
の
援
助
を
得
て
、
約
六
カ
年
か
け
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で

（五
重
塔

は

一
〇
〇
年
後
に
完
成
）
日
照
寺
国
分
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。
こ
の
塔
は
三
層
ま

で
は
、
ケ
ヤ
キ
材
、
四
～
五
層
は
松
材
が
主
で
、
心
柱
が
五
層
ま
で
貫

い
て
い
る
。

塔
内
に
は
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
宝
生
、
阿
閃
の
四
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
丘
の
西
側
に
は
江
崎
古
墳
、
東
側
に
は
こ
う
も
り
塚
古
墳
が
あ
る
。
こ
の
附

近

一
帯
は
吉
備
路
風
土
記
の
丘
と
し
て
遊
歩
道
（自
転
車
道
）
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、

丘
の
松
林
の
下
刈
も
行
き
届
い
て
し
か
も
、
静
か
で
風
情
が
あ

っ
て
、
自
然
の
調
和

が
実
に
美
し
く
、
流
石
に
風
土
記
の
丘
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ

っ
て
、
コ

度
あ
る
い
て

見
ま
せ
ん
か
」
の
呼
び
声
通
り
で
あ
る
。
国
分
寺
の
創
設
に
つ
い
て
は

『続
日
本
紀
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に

「そ
の
造
塔
の
寺
は
、
国
の
華
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
好
所
を
選

ん
で
実
に
す
べ
き
こ
と
」
等
幾
項
目
か
定
め
が
あ
る
が
、
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は

成
程
と
感
銘
深
い
も
の
が
あ
る
。
県
立
自
然
公
園
は
八
八
七
ｈａ
、
レ
ン
ゲ
（蓮
華
草
）

祭
り
は
毎
年
四
月
二
九
日
で
あ
る
。

こ
う
も
り
塚
古
墳

こ
う
も
り
塚
と
い
う
名
称
は
、
何
に
由
来
す
る
か
分
ら
な
か

っ
た
が
、
地
元
の
人

は
、
こ
う
も
り
が
沢
山
い
た

か
ら
自
然
に
そ
の
よ
う
に
呼

ぶ
よ
う
に
な

っ
た
、
と
話
し

て
く
れ
た
。
江
戸
時
代
盗
掘

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

の
後
に
恐
ら
く
開
口
か
ら
蝙

蝠
が
出
入
り
し
、
栖
み
か
と

し
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
古
墳
は
大
世
紀
後
半

に
造
ら
れ
た
全
長
約

一
〇
〇

ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

内
部
の
石
室
は
巨
岩
を
用
い

た
横
穴
式
で
、
羨
道
と
そ
の

奥
の
玄
室
と
か
ら
な

っ
て
い

こうもり塚古墳石室入口
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る
。
玄
室
に
は
家
形
の
大
き
な
右
棺
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
遠
く
井
原

市
野
上
町

（岡
山
県
）
産
出
の
貝
殻
石
灰
岩
を
材
料
と
し
た
も
の
で
、
く
り
抜
き
式

石
棺
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
陶
棺
や
木
棺
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
後
期

古
墳
に

一
般
的
な
複
数
埋
葬
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。

羨
道
の
長
さ

一
九

・
七

ｍ
、
玄
室
の
長
さ
八

ｍ
、
高
さ
三

・
七

ｍ
、
天
上
は
三
個

の
石
で
覆

っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
千
数
百
年
前
に
ど
の
よ
う
に
し
て
覆

っ
た
の
か

驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
石
室
の
巨
大
さ
は
全
国
第
四
位
の
も
の
で
、
こ
の
古
墳

の
主
も
吉
備
地
方
に
お
け
る
最
有
力
者
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

「古
事
記
』
に
、
仁

徳
天
皇
と
吉
備
黒
日
売
の
恋

物
語
が
あ
る
。
黒
日
売
は
吉

備
豪
族
の
娘
で
あ
る
が
、
天

皇
に
殊
の
外
愛
さ
れ
て
い
た
。

お
后
が
や
き
も
ち
焼
き
で
黒

日
売
は
い
じ
め
ら
れ
、
辛
抱

し
切
れ
な
く
な
り
吉
備
に
帰

っ
て
き
た
。
帝
は
彼
女
の
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
、

吉
備
の
国
ま
で
逢
い
に
来
ら

れ
、　
一
時
の
蓬
瀬
を
楽
し
ん

だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

『古
事
記
』
に

山
方
に

蒔
け
る
青
葉
も

吉
備
人
と

と
も
に
し
摘
め
ば
楽
し
く
も
あ
る
か

帝
が
黒
日
売
を
偲
び
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
。
又
、
山
方
と
い
う
地
名
は
道
路
を

隔
て
た
隣
村
の
山
手
村
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
古
墳

が
築
か
れ
た
の
は
六
世
紀
後
半
で
あ
り
、
仁
徳
天
皇
と
は

一
世
紀
以
上
も
違
う
の
で

唯
の
噂
話
で
あ

っ
た
の
か
、
と
思
わ
れ
る
。

国
分
尼
寺

こ
う
も
り
塚
古
墳
か
ら
約
四
〇
〇
ｍ
東
方
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
松
林
の
丘
に

国
分
尼
寺
跡
が
あ
る
。
今
日
で
は

一
二
五
〇
年
前
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
そ
の
遺
構
は
荒
さ
れ
ず
保
管
さ
れ
て
い
た
。
『総
社
市
史
』
は
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

こうむり塚古墳石棺  屋根型の蓋が特徴的である。

備中国分尼寺跡  松林の中に礎石が点在していた。
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「寺
の
存
在
と
そ
の
位
置
は
明
ら
か
で
あ
る
。
丘
陵
を
切
断
し
て
整
備
し
て
い
る
東

辺

・
三
方
は
現
存
す
る
遺
構
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
西

一
八
〇

ｍ

（三
六

〇
尺
）
南
北
に

一
六

ｍ

（七
二
〇
尺
）
の
規
模
で
あ
る
。
こ
の
規
模
か
ら
す
る
と
、

天
平
時
代
の
壮
大
さ
を
感
ず
る
。
南
の
前
面
は
幅
員
六

ｍ
の
東
西
道
路
に
面
し
、
南

門
が
こ
の
道
路
に
面
し
、
南
門
の
北
に
四

ｍ
附
近
に
中
門
、
奥
に
進
む
と
金
堂
、
経

蔵
、
鐘
楼
、
食
堂
な
ど
な
ど
礎
石
の
配
置
か
ら
考
え
ら
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

松
井
の
井

こ
う
も
り
塚
古
墳
の
裏
手
に
池
が
あ
る
。池
の
前
方
に
は
民
家
が
散
財
し
て
い
て
、

堤
を
渡
り
切

っ
た
と
こ

ろ
に
丼
戸
が
あ
る
。
池

の
側
に
あ
る
井
戸
だ
か

ら
水
位
は
ど
う
だ
ろ
う

か
と
、
覗
き
込
む
と
池

の
水
面
よ
り
は
る
か
に

高
く
、
池
と
は
関
係
な

い
の
だ
と
わ
か

っ
た
。

こ
の
井
戸
は
、
総
社
市

の
長
良
の

「菊
の
下
水
」

上
林
の

「
臼
井
」
と
と

も
に
三
名
水
に
数
え
ら

れ
て
い
る
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。

井
戸
側
の
掲
一不
に
は

む
す
び
あ
ぐ
る
　
松
井
の
水
は
底
清
み

う

つ
る
は
君
が
　
千
代
の
か
げ
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
茂
明

常
盤
な
る
松
井
の
水
を

む
す
ぶ
手
の
　
雫
ご
と
に
ぞ
千
代
は
見
え
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
一騰
原
資
実

こ
の
二
首
の
和
歌
は
久
寿
二
年

（
一
一
九
八
）
の
土
御
門
天
皇
即
位
に
あ
た
っ
て

行
な
わ
れ
た
大
嘗
会
の
と
き
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
松

井
は
こ
の
井
戸
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

近
所
の
老
人
の
話
で
は
、
国
分
寺
の
僧
と
、
国
分
尼
寺
の
尼
と
が
毎
夜
の
よ
う
に

水
汲
み
に
か
こ
つ
け
て
、
こ
の
井
戸
を
出
会
い
の
場
所
と
し
、
恋
を
囁
い
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
、
俗
に

″さ
さ
や
き
の
井
戸
″
と
い
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
。

石
井
山
本
陣

鉛
色
の
雲
が
足
早
に
流
れ
行
く
風
の
強
い
日
で
あ

っ
た
。

麓
で
教
え
て
く
れ
た
主
婦
の
話
で
は
、
今
は
道
も
な
く
登
れ
な
い
と
い
っ
た
が
、

一
四
年
前
に

一
度
登

っ
た
道
で
あ
る
。
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行

っ
て
み
よ
う
と
し
た

が
、
言
葉
通
り
状
況
は
す

っ
か
り
変
わ

っ
て
い
た
。
二
〇
〇

ｍ
以
上
も
続
い
た
で
あ

ろ
う
竹
藪
か
す
か
な
道
の
痕
跡
ら
し
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
登
る
の
だ
が
、
方
向
を
違

え
て
は
と
少
々
不
安
で
あ
る
。
竹
藪
を
を
過
ぎ
る
と
今
度
は
雑
木
林
で
、　
一
〇

ｍ
先

も
見
え
ぬ
程
の
繁
り
よ
う
で
、
棘
で
手
を
引

っ
か
け
ら
れ
た
り
帽
子
を
と
ら
れ
た

り
、
散
々
な
目
に
会
い
な
が
ら
頂
上
を
目
指
し
た
。

こ
の
石
井
山
に
羽
柴
秀
吉
が
本
陣
を
置
い
た
の
は
、
天
正

一
〇
年
２

五
八
二
年
）

五
月
七
日
で
あ
る
。
今
か
ら
四

一
二
年
前
こ
の
谷
か
ら
秀
吉
も
こ
う
し
て
登

っ
た
の

松井 (所 の名称)の井戸 昔日の面影を残していた。
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だ
ろ
う
か
、
そ
の
頃
は
も

っ
と
松
や
雑
木
が
繁

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
さ
ぞ
か
し

苦
労
し
て
登

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
雑
木
を
か
き
分
け

一

歩

一
歩
前
進
し
た
。
突
然
見
覚
え
の
あ
る
標
識
が
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
。
早
速
雑

木
に
立
て
か
け
て
写
真
に
納
め
る
こ
と
に
し
た
。
右
下
の
谷
に
軍
馬
を
繋
留
し
た
と

と
あ
る
が
、
見
当
が
つ
か
な
い
。
又
暫
く
登
る
と
清
水
宗
治
首
塚
跡
の
標
識
を
見
付

け
た
。
こ
の
標
識
も
下
部
が
腐

っ
て
倒
れ
て
い
る
。
以
前
は
自
然
石
に
次
の
よ
う
に

刻
ま
れ
て
い
た
。

清
水
宗
治
首
塚
跡

明
治
四
十
三
年
二
月

一局
松
城
跡
移
転

「
こ
の
山
上
で
は
余
り
に
も
気
の
毒
だ
。
城
の
本
丸
に
移
し
た
方
が
良
い
」
と
村

人
達
が
移
転
を
企
て
、
発
掘
し
た
明
治
の
其
の
当
時
、
遺
骨
が
少
々
と
錆
び
て
三
片

に
こ
わ
れ
た
短
刀
が
出
て
き
た
と
、
話
に
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
今
は
そ
の

塚
石
も
見
当
た
ら
な
い
。
さ
て
ど
こ
に
片
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

苦
労
し
て
頂
上
に
到
達
し
た
が
、
本
陣
後
の
標
識
は
つ
い
に
見
付
け
る
と
こ
が
で

き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
石
井
山
か
ら
の
眺
望
は
眼
下
の
高
松
城
本
丸
、
二
之
丸
、

三
之
丸
跡
は
指
呼
の
間
で
あ
る
。
総
指
揮
官
と
し
て
は
絶
好
の
場
所
で
あ

っ
た
こ
と

が
頷
け
る
。

左
に
吉
備
線

（自
岡
山
駅
、
至
総
社
駅
問
）
高
松
駅
附
近
か
ら
邊
か
西
方
足
守
川

堤
防
ま
で
は
随
分
と
距
離
が
あ
る
が
、
こ
れ
が

一
面
の
大
湖
沼
と
化
し
た
光
景
は
ど

清
水
宗
治
首
塚
跡

豊
臣
秀
吉
の
軍
馬
繋
留
地
跡
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ん
な
に
か
広
大
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

秀
吉
の
大
胆
不
敵
迅
速
呆
敢
、
勝
つ
た
め
に
は
、
限
界
を
い
と
わ
ぬ
物
量
投
入
、
不

屈
の
根
性
に
は
到
底
想
像
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
腰
を
下
ろ
し
て
寒
空
に
暫
し

感
慨
に
耽
る
。

政
治
は
国
民
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
為
政
者
の
も
の
で
な
い
こ
と
は

今
日
の
常
識
で
あ
る
が
、
戦
国
動
乱
の
時
代
果
た
し
て
国
民
の
た
め
に
天
下
統

一
を

考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
力
関
係
で
相
手
を
倒
し
次
第
に
領
有
を
拡
大
し
、
あ
わ

よ
く
ば
国
家
権
力
を
掌
中
に
せ
ん
も
の
と
、
互
い
に
戦
を
挑
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
が
た
め
に
多
く
の
犠
牲
を
伴

っ
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、　
一
面
考

え
よ
う
で
は
群
雄
割
拠
す
る
中
で
、
誰
れ
か
が
国
家
を
統

一
し
、
何
時
か
は
近
代
化
、

文
化
国
家
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
筈
だ
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
は
、
織
田
信
長
の
功
績
誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
騒
乱
の
世
を

一
応
の
下
地
を

造
り
、
続
い
て
秀
吉
の
国
家
統

一
、
徳
川
幕
府
二
六
〇
余
年
を
経
て
明
治
に
至
る
ま

で
長
期
の
年
月
を
要
し
た
が
、
勿
論
封
建
社
会
の
弊
害
を
見
逃
す
訳
に
は
い
か
な
い

に
し
て
も
、
今
日
の
日
本
国
家
を
形
成
す
る
避
け
て
は
通
れ
ぬ
基
盤
造
り
で
あ

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

織
田
と
毛
利

の
対
決

信
長
の
国
家
統

一
の
野
望
の
過
程
で
、
石
山
寺

（大
阪
城
の
地
）
程
難
渋
し
た
例

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。　
一
向
衆
徒
が

一
揆
を
起
し
た
の
が
元
亀
元
年

（
一
五
七

〇
年
）
で
あ
る
。
信
長
は
こ
の

一
向
衆
を
攻
め
倦
ん
だ
末
、
和
解
の
調
定
を
受
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
時
に
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。
前
後

一

一
年
間
の
長
期
に
亘
る
攻
防
は
、　
一
面
そ
の
背
後
の
援
助
に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
即
ち
中
国
路
に
お
い
て
は
毛
利
の
支
援
で
あ
る
。
毛
利
輝
元
、
小
早
川
隆

景
な
ど
は
瀬
戸
内
海
の
水
軍
八
〇
〇
隻
を
動
員
し
、
本
津
河
口
で
織
田
水
車
と
交

戦
、
石
山
寺
へ
七
〇
〇
隻
に
満
載
し
た
米
二
万
俵
を
送
り
支
援
し
て
い
る
。
毛
利
か

ら
の
救
援
食
糧
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
と
い
う
。
又
、
越
後
か
ら
は
黄
金
、
自
米

一

本丸から少し離れて
二之丸、三之丸である。

↓
中段の森が本丸跡

↓
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五
〇
〇
俵
、
油
、
味
噌
、
反
物
等
が
送
り
込
ま
れ
て
い
る
Ｇ
真
宗
史
概
説
し
。
こ
の

よ
う
に
石
山
寺

へ
は
各
方
面
か
ら
の
支
援
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
信

長
は
こ
の
こ
と
が
あ

っ
て
以
来
毛
利
と
の
対
決
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
宿
命
と

な

っ
た
。
期
到
来
、
天
正

一
〇
年
正
月
毛
利
攻
略
の
軍
議
が
決
定
さ
れ
、
羽
柴
秀
吉

が
総
指
揮
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

そ
の
頃
毛
利
方
に
お
い
て
も
織
田
軍
の
攻
撃
を
察
知
し
た
の
か
、
備
中
高
松
城
は

堀
を
浚
渫
、
拡
充
、
橋
の
改
良
な
ど
防
備
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
当
時
毛
利
の
最
前

線
は
山
陽
道
に
お
い
て
は
、
備
中
国

（岡
山
県
）
高
松
城
、
宮
地
山
城
、
冠
山
城
、

加
茂
城
、
日
幡
城
、
庭
瀬
城
、
松
島
城
等
が
あ
り
、
何
れ
も
防
戦
態
勢
を
固
め
て
い

た
。秀

吉
は
二
月

一
五
日
、
一
一万
の
大
軍
を
率
い
て
姫
路
城
か
ら
出
陣
し
、
岡
山
市
南
方

児
島
本
面
及
び
笠
岡
市
南
方
塩
飽
諸
島
の
水
軍
を
味
方
に
つ
け
、
又
、
大
阪
商
人
を

し
て
備
中

・
備
後

（広
島
県
東
部
、
何
れ
も
毛
利
の
支
配
下
）
地
方
の
糧
米
の
買
付

を
行
わ
し
め
、
四
月
四
日
備
前
岡
山
城
に
入
城
し
た
。
毛
利
の
前
線
基
地
の
補
給
地

で
あ
る
後
方
地
方
の
糧
米
を
事
前
に
買
占
め
る
こ
と
は
、
相
手
方
を
混
乱
に
陥
れ
る

作
戦
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
知

っ
た
毛
利
方
は
大
阪
商
人
に
米
を
売
る
者
は
重
罪
に
処

す
る
と
布
告
し
た
が
、
こ
と
既
に
遅
く
効
果
は
な
か
っ
た
。

岡
山
城
を
拠
点
と
し
た
秀
吉
は
、
蜂
須
賀
正
勝
、
黒
田
官
兵
衛
の
二
将
を
し
て
吉
備

津
神
社
宮
司
堀
家
掃
部
を
使
者
と
し
て
高
松
城
主
清
水
宗
治
に
信
長
の
書
伏
を
提

示
、
備
中
国

（
一
説
に
は
備
中
、
備
後
ニ
カ
国
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
を
与
え
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
降
伏
を
奨
め
た
が
、
宗
治
は
首
を
縦
に
振
ら
な
か
っ
た
。
説
得
す

る
者
と
し
て
は
、
承
諾
し
な
い
か
ら
直
ち
に
攻
撃
と
い
う
訳
に
い
か
ず
、
で
き
れ
ば

無
血
和
解
の
方
途
は
な
い
も
の
か
と
、
黒
田
官
兵
衛
は
単
身
無
腰
で
城
中
に
趣
き
再

度
宗
治
を
説
得
し
た
が
、
義
理
を
重
ん
ず
る
宗
治
は
幾
ら
好
条
件
で
あ
ろ
う
が
、
毛

利
に
背
を
向
け
る
こ
と
は
千
載
に
汚
名
を
遺
す
こ
と
で
あ
る
と
、
頑
と
し
て
従
わ
な

か
っ
た
。
時
に
天
正

一
〇
年

（
一
五
八
二
）
四
月

一
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
秀
吉
は
高
松
城
周
辺
の
地
形
を
細
か
く
調
査
し
て
い
た
。
四
月

一
四
日
、
岡

山
藩
の

一
万
の
兵
を
加
え
、
三
万
の
大
軍
で
竜
王
山

（高
松
城
の
北
東
の
山
）
に
本

陣
を
置
き
、
翌

一
五
日
、
宮
城
山
城
を
攻
略
。　
一
七
日
、
冠
山
城
攻
略
、
加
茂
城
、

日
幡
城
、
亀
石
城
は
内
通
に
よ
り
陥
落
。
次
い
で
高
松
城
の
周
辺
を
攻
略
し
、
愈
々

高
松
城
の
総
攻
撃
で
あ
る

（
一
説
に
は
四
月
二
七
日
高
松
城
第

一
回
総
攻
撃
、
冠
山

城
、
日
幡
城
陥
落
と
も
い
う
）
。

高
松
城
水
攻

高
松
城
は
典
型
的
な
平
城
で
あ
る
。
一濠
の
水
面
か
ら
高
さ
四

ｍ
の
平
坦
な
土
地
に

二
層
三
階
の
城
で
、
周
囲
は
広
々
と
し
た
沼
で
囲

っ
て
い
た
。　
一
説
に
は
古
墳
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
。
城
に
通
ず
る
道
は
細
く
沼
は
泥
土
が
深

く
、
要
所
に
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
取
り
は
ず
し
や
、
出
し
入
れ
の
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
沼
に

一
度
入
る
と
行
動
の
自
由
を
失
い
、
容
易
に
は
活
動
で
き
な
い
有

様
で
あ
る
。
秀
吉
軍
は
城
を
取
り
囲
み
幾
度
か
の
小
ぜ
り
合
い
を
重
ね
た
が
、　
一
気

に
攻
め
こ
む
こ
と
は
、
多
く
の
犠
牲
を
と
も
な
い
無
謀
で
あ
る
と
秀
吉
も
能
く
承
知

し
て
い
た
。

高
松
城
攻
略
の
戦
術
会
議
を
開
い
た
秀
吉
は
、
黒
田
官
兵
衛
の
発
議
に
よ
る
水
攻

を
採
択
し
決
し
た
。
工
事
の
概
要
は
高
松
城
の
西
方
足
守
川
を
堰
止
め
し
、
土
手
を

切
っ
て
水
を
流
し
込
む
。
堤
防
は
そ
の
地
点
か
ら
蛙
ケ
鼻
に
向
け
て
土
手
を
築
く
と
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い
う
も
の
で
あ
る
。
又
、
水
不
足
を
予
測
し
て
城
の
北
方
竜
王
山
の
背
後
を
流
れ
る

長
野
川
を
掘

っ
て
水
を
導
き
、
な
し
い
峠
を
越
え
導
入
さ
せ
る
。
五
月
七
日
軍
議
は

決
し
た
。
秀
吉
は
直
ち
に
竜
王
山
か
ら
石
井
山
に
本
陣
を
移
し
陣
頭
指
揮
に
当
た
っ

た
。
堤
防
の
位
置
に
つ
い
て
は
秀
吉
自
ら
乗
馬
し
て
現
地
を
歩
い
た
。
そ
の
足
跡
に

要
所
要
所
青
竹
を
立
て
て
築
堤
位
置
に
し
た
と
い
う
。

高
松
城
跡
か
ら
六
〇
〇

ｍ
の
所
に
吉
備
線
高
松
駅

が
あ
る
。
国
道

一
八
〇
号

線
か
ら
高
松
駅
に
入
る
角

の
民
家
の
壁
に
次
の
よ
う

な
説
明
の
掲
示
板
が
あ
る
。

《
高
松
城
水
攻
築
堤
の
跡
》

天
正

一
〇
年

（
一
五
人
三

年
）
の
春
、
水
攻
の
時
の

堤
防
が
此
所
を
通

っ
て
い

た
。
蛙
ケ
鼻
か
ら
足
守
駅

の
上
の
距
離
三

一
一
九

ｍ

で
高
さ
七

ｍ
、
底
巾
二
三

ｍ
、
上
幅

一
一
ｍ
あ
り
、

一
一
ｍ

（約

一
間
）
に
つ
き
、

土
俵
三
五
〇
〇
俵
が
必
要

で
あ

っ
た
。
土
俵

一
俵
に

つ
き
米

一
升
、
銭
百
文
や
る
と
い
う
約
束
の
高
札
を
備
前
の
方
ま
で
建
て
て
人
夫
を

集
め
た
。
こ
の
戦
争
は
織
田
信
長
の
命
を
受
け
た
、
羽
柴
秀
吉
が
三
万
の
大
軍
を
も

っ
て
高
松
城
を
囲
ん
だ
と
き
城
将
清
水
宗
治
以
下
五
千
の
将
兵
が
勇
戦
奮
闘
し
た
た

め
、攻
め
あ
ぐ
ん
だ
秀
吉
が
黒
田
官
兵
衛
の
献
策
を
入
れ
て
、
や
が
て
起
き
る
織
田
と

毛
利
の
決
戦
場
と
し
て
自
か
ら
陣
頭
指
揮
を
と

っ
て
僅
か

一
二
日
間
で
五
月

一
九
日

に
完
成
さ
せ
た
堤
防
の
跡
地
で
あ
る
。
五
月
二

一
日
毛
利
の
援
軍
四
万
が
到
着
し
た

が
、
秀
吉
方
の
防
備
が
き
び
し
く
て
切
る
こ
と
も
で
き
ず
、
遂
に
六
月
四
日
宗
治
公

が
主
家
の
安
泰
と
部
下
五
千
人
の
命
を
救
う
た
め
潔
よ
く
、
自
刃
さ
れ
た
の
で
講
和

が
成
立
し
た
。

秀
吉
は
直
ち
に
こ
の
堤
防
を
切
っ
た
の
で
毛
利
軍
の
追
撃
も
な
く
、　
一
週
間
後
に

は
、
本
能
寺
で
逆
臣
の
手
で
繁
れ
た
信
長
の
弔
合
戦
を
し
て
天
下
統

一
の
大
業
を
引

継
い
だ
の
で
あ
る
。
高
松
城
は
こ
こ
よ
り
七
〇
〇

ｍ
北
西
に
あ
る
。

昭
和
五
七
年
五
月
四
百
年
祭
に
当
り
建
立

工昌
松
城
跡
保
興
会

こ
の
掲
示
板
は
交
通
量
の
多

い
、
し
か
も
交
差
点
で
あ
る
の
で
余
程
気
を
つ
け
な

い
と
見
逃
し
て
終
う
。
尚
こ
の
掲
示
の
以
前
の
も
の
は
昭
和
三
七
年

一
〇
月
の
も
の

が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
工
事
に

一
万
人
以
上
の
兵
と
農
民
を
使
用
と
あ
り
、

土
俵

一
に
銭
百
文
、
米

一
升
を
与
え
↑
」
の
約
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
）

と
記
さ
れ
て
い
た
。
「武
将
感
状
記
」
に
は
、
銭
六
三
万
五
千
四
〇
貫
文
、
米
六
万
三

千
五
〇
四
石
を
要
し
た
と
あ
る
。
羽
柴
秀
吉
と
も
あ
ろ
う
者
が
農
民
を
だ
ま
し
て
働

か
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
真
実
は
果
た
し
て
ど
う
で

あ

っ
た
の
か
。

足
守
川
の
堤
防
に
立
ち
、
又
珪
ケ
鼻
の
堤
防
遺
跡
に
立

っ
て
眺
め
る
と
、
如
何
に
物

立木のあるところが本丸跡で周辺は公園化が進んでいる。
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量
作
戦
と
は
い
え

一
二
日
間
で
完
成
し
た
偉
業
は
只
々
驚
き
の
外
は
な
い
。

話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
長
大
な
堤
防
が
完
成
す
る
や
、
柵
を
設
け
た
り
、
見
張
り
場

を
置
き
、
夜
間
は
等
火
を
無
数
に
焚
い
て
警
備
を
厳
重
に
し
、　
一
方
附
近
の
寺
院
に

命
じ
て
降
雨
の
祈
祷
を
行
わ
せ
た
。
時
は
梅
雨
季
で
あ
り
二
日
三
晩
の
豪
雨
に
よ
り

堤
防
内
は
満
水
、
城
は
浮
島
の
観
を
呈
し
た
。
完
全
に
外
部
と
遮
断
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
本
丸
と
の
連
絡
は
舟
よ
り
外
に
は
方
途
が
な
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
奇
妙
な
こ
と

が
起
き
た
。
蛇
や
百
足
な
ど
が

一
斉
に
城
中
に
集

っ
て
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
余

程
困

っ
た
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、　
一
人

一
　

ｎ
大
湖
水
が
出
現
し
た
の
で
あ

２
一

。毛
利
の
援
軍
は
五
月

二
〇
日
と
も
二

一
日
と

も

い
わ
れ
て
い
る
が
、

小
早
川
隆
景
二
万
、
吉

川
元
春

一
万
、
毛
利
輝

元

一
万
、
毛
利
元
清
五

千
の
大
軍
が
来
援
し
た

が
、
河
川
が
悉
く
氾
濫

し
て
大
軍
の
行
動
を
阻

害
し
て
ま
ま
な
ら
ず
、

お
そ
ら
く
各
要
所
の
陣

中
か
ら
高
松
城
の
大
湖

水
を
眺
め
て
驚
嘆
し
憤

慨
し
た
に
相
違
な
い
。
秀
吉
の
大
胆
な
作
戦
に
大
湖
水
を
眼
前
に
し
て
、
水
は
日
々

高
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
、
な
す
術
も
な
く
、
遂
に
五
月
二
四
日
毛
利
の
使
者
転
小
四

郎

（字
多
田
小
四
郎
）
が
夜
陰
に
案
じ
て
密
か
に
城
に
忍
び
込
み
、
宗
治
に

「
こ
の

際

一
時
降
伏
し
て
機
を
見
て
帰
る
よ
う
に
」
と
毛
利
軍
の
意
図
を
伝
え
た
が
、
宗
治

は

「城
兵

一
同
は
死
を
覚
悟
の
居
城
で
あ
る
。
今
降
伏
す
る
な
ら
最
初
か
ら
降
伏
し

て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
東
軍
を
撃

っ
て
欲
し
い
」
と
断

っ
た
。
小
四
郎
は
そ
の
こ
と

を
毛
利
方
に
伝
え
る
こ
と
を
約
し
て
城
を
去

っ
た
。
毛
利
軍
の
総
攻
撃
の
体
制
は
整

っ
た
も
の
の
秀
吉
軍
の
陣
は
堅
固
で
、
手
の
施
し
よ
う
も
な
く
立
ち
す
く
む
形
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
毛
利
軍
は
軍
僧
で
あ
る
安
国
寺
恵
瑣
を
も
つ
て
秀
吉
に
講
和
を
申
し

入
れ
石
井
山
本
陣
で
接
渉
し
た
。
秀
吉
は
中
国
七
カ
国
の
割
譲
、
宗
治
の
首
、
そ
れ

に
人
質
の
三
条
件
を
提
示
、
交
渉
の
結
果
七
カ
国
が
五
カ
国
と
緩
和
さ
れ
た
の
み
で

あ

っ
た
。

「安
国
寺
恵
瑣
は
安
芸
国
沼
田
郡

（広
島
）
の
人
で
、
弁
舌
が
鮮
や
か
機
転
に
富
み

毛
利
輝
元
に
重
用
さ
れ
た
。
織
田
信
長
と
足
利
義
昭
と
の
調
停
に
貢
献
、
又
秀
吉
と

毛
利
輝
元
の
仲
裁
に
尽
力
し
て
秀
吉
の
信
任
を
厚
く
し
、
伊
予
六
万
石
を
与
え
ら
れ

た
が
、
関
ケ
原
に
お
い
て
石
田
三
成
に
加
勢
し
敗
れ
て
京
都
六
条
ヶ
原
で
斬
殺
さ
れ

た
」

清
水
宗
治

の
自

刃

秀
吉
は
小
城
と
い
え
ど
も
守
る
に
固
い
高
松
城
を
攻
め
あ
ぐ
ん
で
、
堤
防
を
懸
命

に
築
堤
し
て
い
た
頃
、
信
長
に
応
援
を
求
め
た
使
者
は
五
月

一
五
日
頃
安
土
に
到
着

し
て
い
た
。
信
長
は
詳
し
く
状
況
報
告
を
聴
取
す
る
や
、
直
ち
に
準
備
に
と
り
か
か

り
、
明
智
光
秀
以
下
三
万
五
千
の
援
軍
に
出
動
を
命
じ
た
。
信
長
本
人
は
茶
人
達
七

高松城水攻配置概図
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〇
人
程
の
者
と
安
土
を
出
発
し
、
六
月

一
日
、
京
都
本
能
寺
に
宿
泊
し
て
い
た
と
こ

ろ
を
、
二
日
未
明
、
光
秀
の
謀
反
に
よ
る
不
意
打
ち
に
遭
い
、
敢
え
な
い
最
後
を
遂

げ
た
。
時
に
信
長
四
九
歳
の
熟
年
で
あ

っ
た
。

光
秀
は
こ
と
の
状
況
を
毛
利
に
伝
え
る
べ
く
使
者
を
立
て
た
が
、
庭
瀬
街
道

（岡

山
市
と
倉
敷
市
と
の
中
間
）
で
秀
吉
方
の
警
戒
線
で
怪
し
い
一
人
の
旅
人
を
捕
え

た
。
取
調
べ
の
結
果
事
件
の
真
相
が
究
明
さ
れ
、
藤
田
伝
八
郎
と
い
い
僅
か
二
〇
時

間
程
で
二
四
〇
ｋｍ
を
走
破
し
て
い
る
。
遂
に
石
井
山
本
陣
の
秀
吉
の
前
に
連
行
さ

れ
、
秀
吉
は
前
後
の
事
情
を
聴
取
す
る
や
、
秀
吉
自
ら

一
刀
の
も
と
に
切
り
捨
て
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
後
世
の
者
が
塚
を
立
て
霊
を
弔
っ
た
。

吉
備
線
沿
線
の
林
の
中
に
藤
田
伝
八
郎

（光
秀
の
使
者
）
の
塚
は
苔
む
し
て
い
た
。

信
長
の
死
は
厳
重
に
口
止
め
さ
れ
、
誰

一
人
と
し
て
日
外
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

山
陽
道
の
警
備
は
厳
重
に
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、
交
通
を
遮
断
し
て
和
議
を
急
い

だ
。
毛
利
軍
の
安
国
寺
恵
瑣
を
呼
び
、
織
田
信
長
の
本
隊
が
応
援
の
た
め
安
土
を
出

発
し
た
と
伝
え
が
あ

っ
た
、
自
分
と
し
て
は
応
援
が
来
る
ま
で
に
決
着
を
つ
け
な
い

と
面
目
が
立
た
な
い
の
で
宗
治
が
自
刃
す
れ
ば
、
部
下
の
命
は
助
け
る
、
織
田

・
毛

清水宗治の首塚は本丸中央に訪れる人々に弔われて静力ヽこ眠っている。
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利
の
領
有
境
界
は
高
梁
川
と
す
る
、
こ
の
和
議
が
成
就
し
た
暁
に
は
、　
一
国
の
城
主

に
取
り
立
て
る
よ
う
取
り
持
ち
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
渡
し
た
。
恵
竣
は
直
ち
に
小

船
で
城
に
赴
き
、
そ
の
由
を
宗
治
と
伝
え
る
と
、
宗
治
は
主
家
の
安
泰
と
部
下
五
千

人
の
生
命
が
助
か
る
な
ら
ば
と
、
覚
悟
の
決
意
を
し
た
と
い
う
。
六
月
四
日
巳
の
刻

（午
前

一
〇
時
）
秀
吉
か
ら
の
差
し
廻
し
の
船
に
乗
り
、
石
井
山
本
陣
方
向

へ
と
漕

ぎ
出
し
た
。
中
ほ
ど
で
検
死
役
の
堀
尾
茂
助
吉
晴
の
船
と
出
会
い
、
秀
吉
か
ら
贈
ら

れ
た
酒
肴
で
宗
治
主
従
は
杯
を
取
り
交
わ
し
、
こ
の
世
の
名
残
り
に

「笙
歌
邊
に
聞

こ
ゆ
孤
雲
の
上
な
れ
や
、
聖
衆
来
迎
す
落
日
の
前
と
か
や
…
…
唾
心
の
浄
土
と
は
こ

の
誓
願
寺
を
拝
む
な
り
」
と
誓
願
寺
の
曲
舞
を
舞
い
納
め
、

浮
き
世
を
ば
今
こ
そ
渡
れ

武
士
の
名
を
高
松
の
苔
に
残
し
て

と
辞
世
の
歌
を
残
し
、
四
六
歳
を

一
期
と
し
て
旅
立

っ
た
。

城
内
の
も
の
は
勿
論
の
こ
と
近
く
物
陰
か
ら
こ
の
有
様
を
見
守

っ
て
い
た
里
人
も

働
哭
し
た
と
い
う
。

検
死
役
の
堀
尾
茂
助
は
宗
治
の
首
級
を
石
井
山
本
陣
の
秀
吉
に
差
し
出
し
、
首
実

験
後
本
陣
の
山
中
に
手
厚
く
埋
葬
し
た
。
首
な
き
胴
体
は
本
丸
北
西
方

（本
丸
よ
り

約

一
〇
〇

ｍ
）
に
葬
り
、
今
日
尚
現
存
し
て
い
る
０
そ
の
傍
ら
に
次
の
よ
う
な
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
。

《
胴
塚
の
由
来
》

時
に
天
正

一
〇
年

（
一
五
人
三
年
と
ハ
月
四
日
、
自
決
し
た
高
松
城
主
清
水
長
右
エ

門
宗
冶
公
の
首
級
な
き
胴
体
遺
体
は
舟
上
の
ま
ま
本
丸
に
掃

っ
て
き
た
。
迎
え
る
家

臣
、
身
内
の
者
共
押
え
切
れ
ぬ
涙
に
感
極

っ
て

一
同
の
鳴
咽
が
お
こ
っ
た
。
や
が
て

回
向
に
つ
つ
ま
れ
他
の
下
丸
、
こ
の
地
に
手
厚
く
葬
ら
れ
た
。
そ
の
墓
地
に
臨
ん
だ

公
の
介
錯
人
国
府
市
佑
は
己
が
刀
で
首
を
切
り
、
そ
の
ま
ま
落
ち
込
ん
で
自
刃
し
、

亡
き
公
を
追

っ
た
。
こ
の
主
に
し
て
こ
の
臣
あ
り
、
主
を
思
う
心
情
躍
如
た
る
も
の

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
城
址
保
興
会

戦国武将の宿命とはいえ、悲惨な最期を遂げた
宗治の胴塚は民家の庭先にたたずんでいる。
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水奉行の切腹の原因となった長野川の谷合

る 札 脇 た え し 二 で 奉 た 植 り の 徳 う を 腹

水
奉
行
の
切
腹

足
守
川
か
ら
の
取
水
は
計
画
通
り
、
大
湖
水
出
現
と
い
う
、
水
を
も
っ
て
守
る
は

水
を
も
っ
て
攻
め
る
、
逆
手
に
と
っ
た
戦
法
が
功
を
奏
し
た
が
、
水
不
足
を
懸
念
し

て
竜
王
山
の
北
方
か
ら
の
水
路
掘
削
工
事
は
岩
盤
に
阻
ま
れ
て
予
定
通
り
工
事
が
進

捗
せ
ず
、
遂
に
落
城
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
水
奉
行
根
津
権
六
は
工
事
現
場
で
切

訪れる人も絶えた水奉行根津権六の塚
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中
国
地
方
の
平
定
を
目
指
す
織
田
信
長
は
、
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
い
た
戦
国
大

名
の
毛
利
氏
の
攻
略
を
羽
柴
秀
吉
に
命
じ
た
。
秀
吉
、
天
正

一
〇
年
２

五
八
二
年
）

三
月
兵
力
三
万
を
も

っ
て
備
中
国
に
攻
め
入
り
、
国
境
の
諸
城
を
攻
略
し
た
が
、
備

中
高
松
城
だ
け
は
攻
め
あ
ぐ
ね
た
。
こ
の
た
め
城
の
近
く
を
流
れ
る
足
守
川
を
堰
止

め
て
水
攻
め
に
し
て
、
城
主
清
水
宗
治
に
降
伏
を
迫

っ
た
。
水
攻
め
に
あ
た
っ
て
足

守
川
の
水
だ
け
で
は
不
足
の
場
合
を
考
え
、
高
松
背
後
の
山
間
を
流
れ
る
長
野
川
を

堰
き
と
め

「な
し
い
此
］
を
約
九

ｍ
掘
り
下
げ
て
水
を
高
松
側
に
流
し
込
も
う
と
し

た
。
工
事
は
難
行
し
、
四

一
〇

ｍ
の
う
ち
、
九

一
ｍ
を
残
す
と
こ
ろ
で
開
城
と
な
っ

た
。
工
事
奉
行
は
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
責
を
負

っ
て
自
刃
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

里
人
は
こ
れ
を
哀
れ
み
塚
を
た
て
て
供
養
し
た
。

岡
山
県
指
定
史
蹟

備
中
高
松
水
攻
長
野
川
堰
止
並
に
水
路
遺
蹟

宗
治
の
自
刃
に
よ
り
、
和
議
が
成
立
し
高
松
城
は
開
城
と
な
っ
た
．
時
に
天
正

一
〇

年
六
月
五
日
の
で
き
ご
と
で
あ
る

（
一
説
に
は
六
月
七
日
開
城
の
説
も
あ
る
）
。
秀

吉
、
蛙
ケ
鼻
附
近
の
堤
防
を
切
り
、
追
撃
に
備
え
て
引
返
し
、
六
月
三
日
、
光
秀
の

軍
を
山
崎
で
敗
り
信
長
の
弔
合
戦
に
勝
利
し
、
天
下
掌
握
の
緒
を
開
い
た
。
時
に
秀

吉
四
六
歳
で
あ

っ
た
。

高
松
城
懐
古
　
　
　
大
原
桂
南

殺
身
救
衆
又
誰
侍

城
郭
如
今
址
尚
留

追
憶
営
年
弔
雄
塊

翠
松
独
有
護
林
郵

城
郭
跡
入
日
の
傍
ら
に
立
つ
碑
文
の
詩
が
何
時
ま
で
も
印
象
的
で
あ

っ
た
。
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蛙ヶ鼻に今日現存する堤防遺跡の一部
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